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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問 問３

正解率 35.0％
SS60～65 62.5％
SS55～60 51.2％
SS50～55 33.1％
SS45～50 28.9％
SS45未満 13.7％

第４問 Ｂ 問３地学基礎

グラフの読み取りと知識をもとに考える問題で、各学力層で差がついた

2023年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「地学基礎」
受験者数： 34,089人
平均点： 23.8点
標準偏差： 10.3

【出典】 問題・集計結果データともに、2023年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第４問B問３は、オゾンをテーマに、日本の３地域の上空のオゾン全量のグラフ
と地表に届く紫外線量のグラフ、および教科書の理解をもとに、正しい記述を
選択する問題でした。
選択肢①と②は、与えられた二つのグラフの読み取りとそれらをふまえた考察、
選択肢③と④は、オゾン層とオゾンホールに関する理解を問うものでした。グラ
フの読み取りは比較的容易であり、受験生の約半数が③を選択していること
から、教科書の内容が正しく身についているかで差がつく結果となりました。

共通テスト地学基礎では、基本的な知識・理解を問う問題が多く出題されま
す。これからの２か月半で、教科書の内容を確実に定着させるために、模試や
問題集で間違えた問題をしっかり復習して苦手分野をなくしていくことが大切
であると考えられます。また、図・グラフの読み取りや、それらと知識を組み合
わせて考える問題も出題され、受験生にとって初見に近い図も扱われるので、
さまざまな問題の演習を通じて、初見の図にも対応できる力、関連する知識を
引き出す力を身につけておきたいです。
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実戦形式の類題演習の
ご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027gesk_2.pdf
https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027gesk_2.pdf

